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 2 ― 1　大学におけるキャリア教育の普及と，それに影響を与えた政策文書 
 　まず，上記の寺田（2014, pp. 142 ― 148.）に沿って大学におけるキャリア教育普及の経緯を概観
したい。以下は，主に同書の内容を要約したものである。このうち，本論で分析する政策関連文



























育固有の専門性に関する記述」（引用部分は ゴシック・斜体  で示し，本論でとくに注目する箇所
は 下線  で示す）を確認し，それらに対する④「筆者の考察」を論じることとする。 
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4 4 4 4 4 4 4
職業・職種・仕
事の内容」（傍点は筆者）という箇所にうかがわれるとおり，アドバイザー自身の職業経験が重








































? ?????????????????? ??????????? ???????
? ? ?????????????????????????????????????????
????????? ????????? ?????
? ???????? ??????????? ????????????? ?????? ??
???
? ?????????????????????????????????????????
? ? ??????????????????????????????????? ????
? ???????????????? ???????????????????? ? ???
??????????????????????????????????????????












































? ? ???? ???????????? ????? ? ?????????????????















































































































































2008年の中央教育審議会答申（本論2 ― 1 ― 6参照）の提言である。また，「職業観・勤労観」は，







2008年の中央教育審議会答申（本論2 ― 1 ― 6参照）の提言と同様であり，「指導・相談・援助」は
2010年の大学設置基準改正（本論2 ― 1 ― 7参照）における厚生補導に該当するといえる。（3）の「実
地に学ぶ」は近年のトピックであるインターンシップ10）に該当し，「卒業後に役立つ社会的に必
要な能力」は2008年の中央教育審議会答申（本論2 ― 1 ― 6参照）の提言および2010年の大学設置
基準改正（本論2 ― 1 ― 7参照）の 条文で示された内容と同様である。（4）の「自ら確認」は，本論

































 2 ― 1 ― 9　 ［2011］中央教育審議会「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について・
答申」 
 ①趣旨 




































































































































































院大学論集社会科学篇52 ― 1，133 ― 147. 
 今津孝次郎（1991）教師専門職化の再検討―「地位」論から「役割・実践」論へ　名古屋大学教育学部紀要
38，85 ― 103. 
 川喜多喬（2007）学生へのキャリア支援：期待と危惧と　上西充子編著　大学のキャリア支援―実践事例と
省察　経営書院 193 ― 226. 
 川﨑友嗣（2007）キャリア教育の効果と意義に関する研究―中学校における効果測定の試み　関西大学人間









 国立大学協会 教育・学生委員会（2005）大学におけるキャリア教育のあり方―キャリア教育科目を中心に 
 塩見淳一（1968）生徒の進路選択に関連する自己理解　滋賀大学教育学部紀要 人文科学・社会科学・教育科
学 18，57 ― 64. 




 花田光世・宮地夕紀子・森谷一経・小山健太（2011）高等育機関におけるキャリア教育の諸問題．Keio SFC 









今後の展開を考える　大阪経大論集59 ― 1，117 ― 136. 
 松本和俊（2008）これからの学生支援のあり方を求めて：学生気質の変遷と厚生補導業務の提案 文京大学教
育研究所紀要17，75 ― 84. 
 村上純一（2011）中教審「接続答申」における「キャリア教育」の意味　東京大学大学院教育学研究科紀要






















　若手研究者が読む『家政学原論』2006　家政教育社　9 ― 29. 
 山田礼子（2009）大学における初年次教育の展開―アメリカと日本　クオリティ・エデュケーション2，
157 ― 174. 
 渡邊有紀子（2016）誰が大学におけるキャリア教育を担っているのか―「外部からの人材に着目して　日本キャ
リアデザイン学会第13回研究大会・総会資料集，15 ― 18. 
 
 
 
